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◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

新学期の学力向上対策は万全ですか？
個別指導学習塾・ニッケンアカデミーなら、
バランスのとれた５科指導！

英検・漢検・数検　試験準会場
ニッケンアカデミー郷ノ浦教室

４７－５６３０
壱岐市郷ノ浦町片原触３１６番地３

まずは無料体験学習で、お子様の「わかる喜び！」と
「わかった感動！」をご確認ください！
お問い合わせ・無料体験学習のお申込みは、お気軽に下記までどうぞ。

春休みは、小・中・

高の全塾生 が、１

学期の学習単元を

予習し、新学期の

学習開始に備えま

した。

月～金はもちろ

ん、土・日・祝日

も夜１１時まで授

業を実 施！さらに

御自宅まで無料送

迎実施中！

現在、1か月・最大

８コマ分無料体験 学

習受付中！自分に合

った学習方法 か？を

じっくりお試しい た

だけます。

だから、クラブ活動や他の習い事などで忙しくても、
自分に合わせて通塾でき十分な学習量を確保できます。
だから、クラブ活動や他の習い事などで忙しくても、
自分に合わせて通塾でき十分な学習量を確保できます。

社説 iki shinpou

２
期
目
の
白
川
市
長
に

第
35
県
下
消
防
職
員
意
見
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
壱
岐
市
消
防
本
部
代
表

「
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
士
長
　
山
内
祐
樹

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え

た
地
震
、
津
波
が
東
日
本
を

襲
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

は
東
京
へ
一
年
間
の
研
修
期

間
中
で
し
た
。
私
が
い
た
東

京
都
港
区
で
も
震
度
５
弱
の

揺
れ
を
観
測
し
、
地
震
の
揺

れ
が
始
ま
っ
た
時
は
、
何
が

起
こ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
第
に
揺
れ

が
強
く
な
り
、
地
震
だ
と
理

解
す
る
と
、
一
気
に
恐
怖
に

襲
わ
れ
、
生
ま
れ
て
初
め
て

「
地
震
の
時
に
は
火
の
元
を

消
し
て
、
身
を
守
れ
る
物
の

下
に
隠
れ
る
」
と
い
う
誰
も

が
知
っ
て
い
る
と
お
り
に
周

囲
の
人
に
声
を
か
け
な
が
ら

身
を
守
る
た
め
近
く
に
あ
っ

た
机
の
下
に
隠
れ
ま
し
た
。

幸
い
怪
我
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
天
井
が
崩
れ
落

ち
て
い
る
と
こ
ろ
や
戸
棚

が
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
地
震
が
起
こ
っ
た

と
き
に
揺
れ
が
お
さ
ま
る

ま
で
は
隠
れ
る
、
も
し
く

は
危
な
い
場
所
か
ら
は
逃

げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
身

を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
震
に
対
し
て
あ

ま
り
詳
し
く
な
い
私
が
、
慌

て
ず
こ
の
よ
う
な
行
動
を

と
れ
た
の
は
私
が
消
防
職

員
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ

け
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
学
校
や

地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
避

難
訓
練
や
防
災
訓
練
を
何

度
も
見
た
り
聞
い
た
り
し

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
自
然

と
身
に
つ
い
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
地
震

だ
け
で
な
く
救
急
現
場
に

お
い
て
も
同
じ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
方
々

が
慌
て
ず
迅
速
な
１
１
９

番
通
報
、
心
肺
蘇
生
、
応

急
手
当
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
何
も
し
な
い
よ
り
も

救
命
率
の
向
上
に
繋
が
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

震
同
様
、
市
民
の
方
々
が

救
急
現
場
に
遭
遇
す
る
こ

と
も
多
く
は
な
い
で
す
が
、

万
が
一
、
そ
の
よ
う
な
事

態
に
出
く
わ
し
た
と
き
に

冷
静
な
行
動
、
勇
気
を
持
っ

た
行
動
を
で
き
る
の
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
や
職
場
、
地
域
で

の
応
急
手
当
講
習
や
救
命

講
習
な
ど
を
通
し
て
多
く
の

市
民
の
方
々
に
確
実
に
普
及

し
て
い
る
一
方
で
、
未
だ
に

心
肺
蘇
生
や
応
急
手
当
の
仕

方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

方
、
以
前
、
講
習
を
受
け
た

が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
私
が
提
案
し
た
い
の

が
、
市
民
向
け
の
分
か
り
や

す
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
救
命

講
習
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
こ
と

で
す
。
今
ま
で
は
二
時
間
、

三
時
間
と
、
あ
る
程
度
時
間

を
か
け
て
講
習
を
行
い
、
そ

れ
を
年
に
何
度
も
行
う
こ
と

は
受
講
す
る
側
に
と
っ
て
も

負
担
と
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
特
に
重
要

と
さ
れ
て
い
る
絶
え
間
な
い

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ

と
、
そ
し
て
心
肺
蘇
生
自
体

が
誰
に
も
で
き
、
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
と
市
民
の
方
々

が
理
解
で
き
る
よ
う
な
、
比

較
的
短
時
間
の
実
践
的
な
講

習
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
の

前回市を２．４３％上回る
総売上高約３億７３３６万円

市農協・本年度４月子牛市

　
市
農
協
の
本
年
度
第
１
回
目

と
な
る
４
月
子
牛
市
が
９
日
と

10
日
の
両
日
、
芦
辺
町
、
市
家

畜
市
場
で
開
か
れ
、
２
日
間
で

メ
ス
３
８
１
頭
、
去
勢
４
６
３

頭
の
合
計
８
４
４
頭
が
販
売
さ

れ
、
約
３
億
７
３
３
６
万
円
売

り
上
げ
た
。
総
平
均
価
格
は

44
万
２
３
７
７
円
で
、
前
回
を
２
・

４
３
％
上
回
っ
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

【
子
牛
市
】

 

▼
メ
ス
▽
入
場
・
成
立
３
８
１

頭
▽
売
上
高
１
５
１
、
９
４
７
，

６

０

０

円

▽

最

高

６
４
７
、
８
５
０
円
▽
２
１
７
，

３

５

０

円

▽

平

均

３

９

８
，

８
１
３
円
▽
平
均
体
重
２
７
９
㌔

▽
１
㌔
１
，
４
２
７
円

▼
去
勢
▽
入
場
４
６
４
頭
▽

成

立

４

６

３

頭

▽

売

上

高

２
２
１
，
４
１
８
，
７
５
０
円

▽
最
高
７
７
４
，
９
０
０
円
▽

最
低
２
１
０
，
０
０
０
円
▽
平

均
４
７
８
、
２
２
６
円
▽
平
均

４
７
８
，
２
２
６
円
▽
平
均
体
重

２
９
６
㌔
▽
１
㌔
１
，
６
１
６
円

▼
合
計
▽
入
場
８
４
５
頭
▽

成

立

８

４

４

頭

▽

売

上

高

３
７
３
、
３
６
６
、
３
５
０
円
▽

最
高
７
７
４
、
９
０
０
円
▽
最

低
２
１
０
０
０
０
円
▽
平
均

４
４
２
、
３
７
７
円
▽
平
均
体
重

２
８
９
㌔
▽
１
㌔
１
、６
１
６
円

３３８頭を購入
西山さん（岡山県）に知事感謝状

市の下見をする西山さん

　
市
農
協
の
４
月
子
牛
市
の
初

日
の
９
日
、
セ
リ
を
前
に
昨
年

度
最
も
子
牛
を
買
っ
た
岡
山
県

笠
岡
市
の
肥
育
農
家
、
西
山
敬

介
さ
ん
（
75
）
に
県
壱
岐
振
興

局
の
久
村
豊
彦
局
長
か
ら
本
県

産
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ
た
知
事
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
西
山
さ
ん
は
昨
年
度
、
本

市
で
取
り
引
き
さ
れ
た
子
牛

４
９
９
０
頭
の
う
ち
、
息
子
の

幸
志
さ
ん
（
46
）
と
３
３
８
頭

を
購
入
し
た
。
西
山
さ
ん
の
最

多
購
買
は
６
年
連
続
と
い
う
。

　
西
山
さ
ん
は
「
壱
岐
に
来
れ

ば
子
牛
の
系
統
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
も
壱
岐
に
来
よ

う
と
思
う
」
な
ど
と
話
し
た
。

◎
忌
明
寄
付

▽
石
田
町
湯
岳
射
手
吉
触
、
吉

川
浩
孝
（
亡
父
勝
利
）
・
市
社

協
石
田
事
業
所
、
射
手
吉
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

【
29
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油

▼
芦
辺
町
▽
昇
運
石
油
▽
川
添

石
油
▽
大
阪
屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

普
及
啓
発
に
繋
げ
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、
職
場
の
休

憩
時
間
を
利
用
し
て
出
来
る

よ
う
な
講
習
メ
ニ
ュ
ー
を
作

り
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
、
繰

り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
り
、

以
前
講
習
を
受
け
た
が
忘
れ

て
い
た
と
い
う
方
も
含
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
心
肺

蘇
生
を
身
近
に
、
そ
し
て
自

然
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
人
ひ
と
り
が
心
肺
蘇

生
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
で
、
万
が
一
、
救
急

現
場
に
出
く
わ
し
た
と
き
、

今
ま
で
救
う
こ
と
の
出
来
な

か
っ
た
命
を
、
救
う
機
会
が

間
違
い
な
く
増
え
て
く
る
は

ず
で
す
。

　
高
度
な
事
を
求
め
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救

急
隊
そ
し
て
現
場
に
お
ら
れ

る
家
族
や
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
「
助
け
た
い
」
た
だ

ひ
と
つ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
心
肺
蘇
生
を
よ
り

一
層
、
普
及
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◎
珠
算
検
定
試
験

段
位
合
格
者

　
（
社
）
全
国
珠
算
教
育
連
盟

主
催
の
第
３
４
８
回
珠
算
・
暗

算
検
定
試
験
が
こ
の
ほ
ど
、
全

国
一
斉
に
開
か
れ
た
。

　
壱
岐
市
内
か
ら
の
段
位
合
格

者
は
次
の
通
り
。

▼
珠
算
▽
弐
段
・
長
岡
望
咲
（
盈

科
小
６
）、
坂
井
美
海
（
石
田

小
４
）
▽
準
段
・
土
谷
新
奈
（
盈

科
小
５
）

▼
暗
算
▽
弐
段
・
坂
井
美
海
（
石

田
小
４
）
▽
長
岡
望
咲
く
（
盈

科
小
６
）、
土
谷
新
奈
（
同
５
）

＊
じ
か
い
の
珠
算
検
定
試
験
は

５
月
27
日
（
日
）
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。

会
長
に
植
村
英
生
勝
本
校
長

５
月
19
、
20
日
に
球
技
・
剣
道
大
会

本
市
中
学
校
・
体
育
連
盟

　
市
中
学
校
生
徒
の
体
育
を
振

興
し
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
涵

養
、
心
身
の
健
全
な
育
成
を
―

な
ど
目
的
と
す
る
市
中
学
校
体

育
連
盟
＝
中
体
連
＝
の
平
成
24

年
度
・
本
部
役
員
、
行
事
日
程

な
ど
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。

　
会
長
は
勝
本
校
長
の
植
村
英

生
氏
、
副
会
長
は
石
田
校
長
・

中
尾
好
輝
氏
。
本
年
度
中
体
連

は
▽
球
技
・
剣
道
大
会
＝
５
月

20
～
21
日
▽
陸
上
・
相
撲
大

会
（
大
谷
、
芦
辺
）
＝
６
月
17

日
▽
県
中
総
体
＝
７
月
28
～
30

日
、
佐
世
保
、
諫
早
、
大
村
、

長
崎
▽
駅
伝
大
会
（
筒
城
）
＝

10
月
４
日
▽
県
駅
伝
大
会
（
長

崎
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
職
で
再
選
を
目
指

し
た
白
川
博
一
氏
と
新

人
で
前
壱
岐
市
農
協
組

合
長
の
吉
野
誠
治
氏
と

の
一
騎
打
ち
と
な
り
、

非
常
に
厳
し
か
っ
た
市

長
選
は
、
白
川
氏
が
吉

野
氏
に
１
２
０
０
票
を

超
え
る
差
を
つ
け
て
再

選
を
果
た
し
た
。

　
「
継
続
は
力
で
す
」

―
①
市
民
病
院
の
立
て

直
し
▽
壱
岐
の
医
療
を

守
る
た
め
、
県
病
院
企

業
団
に
加
入
▽
片
原
病

院
を
市
民
病
院
に
統
合

し
て
経
営
の
一
本
化
を

図
る
②
財
政
改
革
を
続
け
る
▽

総
人
件
費
13
・
６
％
以
上
削
減

と
24
億
円
経
費
を
削
減
し
た
▽

財
政
健
全
化
の
目
安
と
な
る
経

常
収
支
比
率
が
県
下
で
12
位
か

ら
３
位
に
躍
進
し
た
③
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
活
用
を
図
る
▽
総

工
費
46
億
円
の
う
ち
、
国
か
ら

の
44
億
円
の
補
助
を
受
け
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
、
こ
れ

に
よ
り
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
雇
用
な

ど
に
多
く
の
効
果
を
生
み
、
今

後
、
高
齢
者
の
見
守
り
、
医
療

へ
の
活
用
、
企
業
誘
致
を
図

る
。

　
④
農
漁
業
の
振
興
に
力
を
注

ぐ
▽
農
漁
業
の
振
興
は
壱
岐
の

振
興
。
肉
牛
増
頭
対
策
、
認
定

漁
業
者
制
度
な
ど
の
振
興
策
を

行
っ
た
▽
農
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
と
生
産
・
加
工
・
販
売
が

結
び
つ
い
た
「
６
次
産
業
化
」

の
推
進
⑤
観
光
・
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
▽
フ
ェ
リ
ー
・
き

ず
な
の
就
航
に
伴
い
博
多
航
路

の
基
本
運
賃
が
２
割
引
に
▽
県

離
島
振
興
協
議
会
長
、
全
国
同

副
会
長
の
立
場
か
ら
、
物
流
、

人
の
流
れ
と
も
に
Ｊ
Ｒ
並
離
島

航
路
運
賃
の
実
現
を
訴
え
る
▽

本
市
が
国
境
離
島
新
法
（
仮

称
）
の
対
象
と
な
る
よ
う
全
力

を
尽
く
す
⑥
教
育
・
福
祉
・
育

児
に
全
力
を
注
ぐ
▽
中
学
校
統

合
や
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
高

齢
者
支
援
体
制
づ
く
り
、
３
歳

未
満
児
の
医
療
費
無
料
や
子
育

て
相
談
な
ど
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
今
後
も
子
育
て
支
援
や
高

齢
者
介
護
支
援
を
充
実
す
る
。

　
こ
れ
は
、
「
壱
岐
の
発
展
に

は
市
政
の
継
続
を
」
と
訴
え
る

白
川
博
一
後
援
会
の
た
よ
り
に

あ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
「
離

島
振
興
法
の
改
正
、
延
長
を
求

め
る
」
を
加
え
る
と
、
白
川
氏

の
公
約
と
も
い
え
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
し
か
し
、
壱
岐

の
発
展
や
市
民
の
生
活
環
境
、

経
済
活
動
の
向
上
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
４
年
間
そ
の
実
現
に
向
け
、

で
き
る
だ
け
透
明
性
を
発
揮
し

た
、
一
般
市
民
に
も
わ
か
り
や

す
い
行
政
を
展
開
し
て
ほ
し

い
。

　
「
壱
岐
の
島
は
ひ
と
つ
」
と

紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
島

民
の
思
い
が
届
き
、
旧
４
町
が

合
併
し
て
平
成
16
年
３
月
１

日
、
「
壱
岐
市
」
と
な
っ
て
８

年
が
過
ぎ
、
白
川
氏
の
手
腕
に

よ
り
肉
付
け
さ
れ
て
き
た
壱
岐

が
、
今
回
の
激
し
か
っ
た
選
挙

戦
を
支
え
続
け
た
で
あ
ろ
う

「
ふ
る
里
・
壱
岐
」
へ
の
郷
土

愛
、
安
定
と
発
展
へ
の
信
念
に

よ
り
、
こ
の
任
期
中
に
立
ち
上

が
れ
る
ほ
ど
の
力
を
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
と
願
い
た
い
。

　
今
回
、
落
選
と
い
う
結
果
に

終
わ
っ
た
吉
野
氏
の
壱
岐
へ
の

思
い
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
は

ず
。
こ
れ
か
ら
は
白
川
市
政
を

側
面
的
で
あ
っ
て
も
応
援
し
て

ほ
し
い
。


